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予算特別号

『こおり新時代の幕開け』

町の事業と予算
令和２年度 当初予算等概要版

桑折町総合計画「献上桃の郷こおり創生プラン」

第４年次

桑折町

桑折の魅力を随時発信中！

桑折町公式
インスタグラム



　総合計画3年目の昨年度は、本町産桃「あかつき」の令和初となる皇室献上、仙台圏での知
名度向上に寄与した「東北楽天『献上桃の郷桑折町デー』」、整備が進む史跡桑折西山城跡を舞
台とした「桑折西山城復元祭」、高齢の交通弱者のための「タクシー利用料金助成実証事業」、
小中学校のICT環境の充実や英語指導体制の強化などによる「質の高い教育環境」の整備など、
町の魅力を高め「桑折ブランド」へと昇華させるべく、事業に磨きをかけてまいりました。
　新しく迎える令和2年度は、東日本大震災・原発事故災害から10年目となる「復興・創生
の総仕上げの年」であり、相馬福島道路の開通や新庁舎の完成など、ビッグプロジェクトが次々
と形となる「こおり新時代の幕開け」の年になります。
　当初予算の編成にあたりましては、現総合計画の総仕上げの年として、限られた財源の中、「事
業の選択と集中」はもとより、費用対効果を上げて「桑折ならでは」の取組みに磨きをかける
ことを念頭に、「シティプロモーション推進のまち」など6つの重点項目に優先配分いたしま
した。総合計画の区分等に従ってご説明いたします。
　第1は「『献上桃の郷』展開プロジェクト」についてであります。
　26年連続の栄に浴した献上桃指定については、新年度以降も指定を受け続けるために、「モ
モせん孔細菌病防除対策事業」「環境にやさしいモモづくり推進事業」「農業次世代人材投資事
業」など、引き続き質の高い桃生産に向け農家支援に取り組んでまいります。併せて「レガー
レこおり」を中心とした地域振興や6次化産品の開発とブランド力向上を図るため、運営強化
に努めてまいります。
　また、「献上桃の郷」を広くPRするため、ロゴマーク浸透事業や「東北楽天『献上桃の郷桑
折町デー』」をはじめとする仙台圏向けのPRイベントの実施に加え、新しく町PR動画を制作
するなど、一人でも多くの「桑折ファン」を獲得するため戦略的なシティプロモーションを展
開し、交流人口の拡大と関係人口の創出に努めてまいります。
　第2は「21世紀の追分推進プロジェクト」についてであります。
　（仮称）国道4号IC周辺につきましては、相馬福島道路の本町区間開通が今夏に迫るなか、
地理的優位性などポテンシャルの高さがますます顕著となることから、土地利用の検討と企業

誘致活動の強化に努めてまいります。
　また、待望の本町区間の開通が、町民の
皆さんの記憶に鮮明に残るものとなるよう、
ウォーキングなど開通前にしか体験できな
い町民参加型のイベントを6月末に開催し、
復興道路完成の喜びと感動を分かち合うと
ともに、間近に迫る開通をPRしてまいりま
す。
　第3は「歴史まちづくり推進プロジェク
ト」についてであります。
　「歴史的風致維持向上計画」につきましては、最終年次となる「史跡桑折西山城跡整備事業」
について、平沢口への遊歩道整備や大かや園へのガイダンス施設整備を進めます。また、史跡
指定範囲の周辺において、城跡碑や遊歩道などの整備に着手するとともに、「万正寺の大カヤ
周辺整備事業」の実施設計に取り組むなど、両事業を連携させ整備を進めるほか、令和3年度
開催予定の「全国山城サミット桑折大会」に向け、「全国山城サミット桑折大会プレ大会」を
開催し、「歴史文化財の顕彰」と「伊達氏発祥の地」としての本町の魅力を発信してまいります。
　また、「かわまちづくり事業」につきましては、国土交通省との連携のもと、来訪者の利便
性向上を図るため「桃の郷トイレ」改修など、阿武隈川河川敷周辺を整備し、観光誘客に生か
すとともに、ウォーキングコース等の利用促進を図り、町民の皆さんの体力向上や健康増進に
つなげてまいります。
　第4は「町民のための庁舎整備プロジェクト」についてであります。
　災害対応拠点機能を持つ待望の役場新庁舎につきましては、令和3年1月4日の開庁に向け、
本体工事に加え、外構工事や太陽光パネル及び蓄電池の設置工事とともに、既存什器の移設や
新規整備、行政システムの移設、新庁舎イントラネット環境整備などを進めてまいります。
　そして、11月に町民内覧会を開催するほか、開庁後の令和3年1月には、オープニングセ
レモニーや式典を開催し、町民に愛され、かつ信頼され、気軽に足を運んでいただける役場づ
くりに努めてまいります。
　私は、今年度の当初予算を「こおり新時代幕開け予算」と名付けます。
　その理由としては、本町にとって令和2年度は、相馬福島道路の開通や役場新庁舎の開庁、
新総合計画の策定など、きわめて重要な年と捉えており、東日本大震災と原発事故災害直後に
我々が思い描いていた「こおり新時代」の姿が目前にあると確信したからです。
　新年度においても、町民の皆さんと共に熱量を共有し、夢と活力に満ちた「こおり新時代」
の幕開けから、その先の輝かしい躍動感のある未来へ向かって、今後とも全身全霊で町政運営
を進めてまいります。
　結びに、今年は、町制施行65周年の節目の年を迎えます。思えば、「平成の大合併」の潮流
に流されることなく、「単独立町」の道を歩み、加えて国難というべき事態を克服してきた今、
その一つ一つの選択は誤りではなかったものと確信しております。そして、現下においては、
新型コロナウイルス感染症対策が世界規模で続いていますが、必ずこの事態を克服し、「小さ
くともキラリと光る町」を目指して参りますので、引き続き、ご理解、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

桑折町長　髙　橋　宣　博
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令和２年度  予算

●歳入の特徴

【自主財源】
　自主財源は28億8,373万円で前年
度比5億1,860万円の増額を見込み
ました。その主な要因は、新庁舎建
設関連事業の財源に充てる基金から
の繰入金の増加を見込んでいます（内
訳はグラフのとおり）。

【依存財源】
　歳入の約61％を占める依存財源
は、44億8,837万円、前年度比3
億1,609万円の減額を見込みました。
主な要因は、仮置場解体事業等に係
る除染事業交付金等の県支出金9億
6,139万円の減額を見込んでいます
（内訳はグラフのとおり）。

●歳出の特徴

【目的別歳出】
　歳出を目的別にみた通常分
の内訳について、下段のグラフ
のとおりです。総務費、民生費、
教育費の順に多くなっており、
総務費では「新庁舎建設関連事
業」、民生費では「子育て支援」・
「高齢化対策」、教育費では「学
力向上対策事業」・「就学支援事
業」といった事業へ多くの予算
を配分しています。

【性質別歳出】
　性質別にみた歳出の内訳は
右のグラフに示したとおりです。
前年度からの増減額の大きなも
のとして、普通建設事業費は新
庁舎整備事業により増加、災害
復旧費は原発事故対策費（仮置
場解体事業等）により減額になっ
ています。また、令和2年4月
1日より会計年度任用職員制度
が発足することに伴い、物件費
が減額となり、人件費が増額と
なっています。そして公立総合
藤田総合病院負担金については、
令和2年度より、構成市町の負
担割合変更により減額となって
います。

義務的経費 22億9,254万円

31.1%

34.9%

34.0%

人件費 13億3,341万円 （3億800万円）
公債費 4億4,312万円 （1,906万円）
扶助費 5億1,601万円 （402万円）

投資的経費 25億874万円

その他経費 25億7,082万円

普通建設事業費
　19億8,264万円 （8億4,684万円）
災害復旧事業費
　  5億2,610万円 （▲8億963万円）

物件費　9億9,956万円  （▲2億785万円）
補助費等 6億1,129万円 （4.323万円）
維持補修費 6,213万円 （359万円）
繰出金 7億1,258万円 （1,198万円）
その他 1億8,527万円 （▲1,672万円）

（3億3,109万円）

（3,721万円）

（▲1億6,578万円）

町税
12億7,029万円
17.2%
（▲242万円）

繰入金
12億8,079万円
17.4%
（4億9,661万円）

分担金及び負担金
6,140万円　0.8%
（316万円）
使用料及び手数料
4,563万円　0.6%
（▲1,938万円）
繰越金
5,000万円
0.7%（±0万円）

諸収入ほか
1億7,562万円　2.4%
（4,064万円）

地方交付税
17億1,433万円
23.3%（7,376万円）

国庫支出金
4億3,936万円
6.0%
（1,561万円）

県支出金
9億3,137万円
12.6%
（▲9億6,139万円）

町債
10億5,760万円　14.3%
（5億1,140万円）

地方譲与税
7,196万円　1.0%（435万円）

地方消費税交付金ほか各交付金
2億7,375万円　3.7%（4,018万円）

歳入
73億
7,210万円

※％は総額に占める構成比
（　）は対前年度増減額を表示

自主財源 28億8,373万円（21.9％）
依存財源 44億8,837万円（▲6.6％）

歳出
〈通常分〉
65億
5,019万
（単位：円）

73億
7,210万

民生費
12億7,046万円
19.4%（3,690万円）

教育費
7億9,853万円
12.2%（1,376万円）

総務費
25億6,130万円
39.1%（10億7,017万円）

土木費
3億3,475万円
5.1%（▲516万円）

衛生費
4億5,974万円
7.0%（▲2,778万円）

公債費
4億4,193万円
6.7%（1,884万円）

消防費
3億970万円
4.7%（4,659万円）

農林水産業費
1億8,937万円
2.9%
（▲1億7,245万円）

議会費
8,072万円　
1.2%（365万円）

商工費
9,365万円
1.4%（▲532万円）

予備費
1,000万円
0.2%（±0万円）
災害復旧費
4万円
0.0%（±0万円）

通常分
88.9％

復旧・復興事業対応分
8億2,191万円

11.1％

●一般会計当初予算

●一般会計予算額の推移

うち復旧・復興事業対応分

８億 2,191 万円73 億 7,210 万円

【一般会計】
　福祉や教育・土木といった一般的な事
業に使われ、町の事業の基本となる会計

【自主財源】
　町税や使用料など、町が自主的に収入
できるお金

【依存財源】
　地方交付税など、国や県の意思によっ
て額が決められ割り当てられるお金

【一般財源】
　町税や地方交付税等、使い道が特定さ
れないお金

【特定財源】
　国庫・県支出金、繰入金、町債および
使用料等、使い道が特定されるお金

【町税】
　町民の皆さんが町に納める税金

【繰入金】
　各種基金（貯金）の取崩しや他会計か
ら繰り入れるお金

【地方交付税】
　自治体の財政力に応じ、国から交付さ
れるお金

【国庫・県支出金】
　特定の目的のために国や県から交付さ
れるお金

【町債】
　国や銀行などからの借りるお金

【義務的経費】
　歳出のうち、その支出が義務づけられ、
簡単に削減できない経費

【投資的経費】
　社会的資本の整備を進めるための経費

【扶助費】
　児童や老人、生活困窮者を援助するた
めに使うお金

【公債費】
　借入金（町債）の返済に使うお金

【物件費】
　委託料や消耗品費、光熱水費、旅費な
どに使うお金

【繰出金】
　他会計や各種基金へ繰出すために使う
お金

【補助費等】
　さまざまな団体への補助金、負担金な
どに使うお金 

【主な用語説明】

■性質別歳出内訳

　目的別の歳出内訳は、歳出総額から原
発事故災害対応分の経費を差し引いた
「通常分」で示しています。
　これは、歳出総額に占める復旧・復興
事業対応分の割合が大きいため、これを
除くことにより、実質的にどの分野にど
れくらい配分されているか見えやすくす
るためです。

■目的別歳出内訳

　令和２年度一般会計歳入歳出当初予算額は、復旧・復興事業を含め、予算総額は73億7,210万円となり、
前年度に比べると２億251万円（２.8％）の増となりました。

0

20

40

60

80
（億円）

H28 H29 H30 R1 R2

通常分 復旧・復興分 合計

68億8,310万円

51億9,723万円

62億926万円

71億6,959万円 73億7,210万円

20億8,730万円

5億6,403万円

13億8,056万円

15億9,860万円
8億2,191万円

47億9,580万円 46億3,320万円 48億2,870万円 55億7,099万円 65億5,019万円
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総　務　費 民　生　費 教　育　費 衛　生　費
町政全般の管理経費などに使
うお金

高齢者・障がい者・児童など
の福祉や保育所などに使うお
金

幼稚園、小学校、中学校など
の教育・文化・スポーツ振興
などに使うお金

各種検診や予防接種、ごみ処
理などに使うお金

21万8,299円（9万3,497円） 10万8,281円（5,037円） 6万8,059円（2,377円） 3万9,183円（▲1,620円）
公　債　費 土　木　費 消　防　費 農林水産業費

借入金（町債）の返済に使う
お金

道路や公園の整備・維持管理
などに使うお金

消防・水防・災害対策に使う
お金

農林水産業の振興や農道・林
道などの整備に使うお金

3万7,666円（2,255円） 2万8,531円（82円） 2万6,396円（4,375円） 1万6,140円（▲1万4,143円）
商　工　費 議　会　費 予　備　費 災害復旧費

商工業や観光振興などに使う
お金

議会運営に使うお金 使いみちを限定せず予算計上
し、軽微な補正に対処するた
めのお金

災害によって生じた被害の復
旧に使うお金

7,982円（▲301円） 6,879円（429円） 852円（15円） 4円（0円）

歳出総額　55万8,271円（9万2,002円）※復旧・復興事業対応分7万51円（▲6万3,745円）
※令和2年1月1日現在の住民基本台帳人口11,733人を基に算出しています。

■通常分における町民１人あたりの歳出予算額

●令和２年度　特別会計当初予算額
　保険料など、町税以外の特定の収入がある会計で、収
入の使い道が決まっている会計

●各会計の借入金残高の推移
　一般会計、公共下水道事業特別会計の借入金
（町債）、水道事業会計の借入金（企業債）の残高
の推移は右グラフのとおりです。
　なお、町債については、その元利償還金の一定
割合が「地方交付税」に算入・交付されるものを
活用し、後年度における財政負担の軽減を図って
います。

●令和２年度　公営企業会計当初予算額
　一般の会社と同様に「独立採算」を原則とし、水道料金などその
事業における収入で経費をまかなう会計

会　　計　　名 当初予算額 前年度比
国 民 健 康 保 険 13億5,640万円 ▲3.4%
後期高齢者医療 1億8,003万円 10.6%
介 護 保 険 16億3,368万円 4.4%
公共下水道事業 2億8,101万円 2.1%

会　　計　　名 当初予算額 前年度比

水道事業会計

収益的収入 3億7,028万円 1.0%
収益的支出 3億6,802万円 2.7%
資本的収入 0万円 0.0%
資本的支出 7,896万円 ▲ 5.1%

H28 H29 H30 R1 R2

一般会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計

（億円）

（年度）
0
10
20
30
40
50
60

15億7,222万円

51億4,440万円

9億3,295万円

●各種基金（貯金）の現在高
　各会計の基金現在高については次の表のとおりです。

会計区分 基金名 令和2年度末
現在高見込

令和元年度末
現在高見込

平成30年度末
現在高

一般会計

財政調整基金 4億694万円 8億4,431万円 8億5,514万円
減債基金 1億3,374万円 1億3,373万円 1億3,372万円
土地開発基金 1億2,018万円 1億2,015万円 1億2,012万円
その他（目的別基金の合計） 6億5,186万円 14億1,322万円 18億4,165万円
合計 13億1,273万円 25億1,141万円 29億5,062万円

国民健康保険特別会計 国民健康保険給付費支払準備基金 7,411万円 7,409万円 6,409万円
介護保険特別会計 介護給付費準備基金 5,587万円 9,669万円 7,175万円

※借入金残高及び基金現在高について、令和元年度末及び令和2年度末として掲載している金額は3月19日現在の見込みであ
り、確定した金額ではありません。

（　　）は対前年度増減額 ●一般会計当初予算の年度別推移
■歳入 （単位：万円、％）

財源の
区分 項　　目

令和２年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度
予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比

自
主
財
源

町税 127,029 17.２ 127,271 17.8 128,769 20.7 125,457 24.1 126,300 18.3
繰入金 128,079 17.4 78,418 10.9 61,176 9.9 49,553 9.5 142,370 20.7
分担金及び負担金 6,140 0.8 5,824 0.8 5,701 0.9 7,656 1.5 8,194 1.２
使用料及び手数料 4,563 0.6 6,501 0.9 6,455 1.0 6,353 1.２ 5,800 0.8
繰越金 5,000 0.7 5,000 0.7 5,000 0.8 5,000 1.0 5,000 0.7
諸収入ほか 17,562 ２.4 13,498 1.9 15,379 ２.5 9,489 1.8 7,987 1.２

依
存
財
源

地方交付税 171,433 23.3 164,057 22.9 154,821 24.9 158,866 30.6 159,500 23.２
国庫支出金 43,936 6.0 42,375 5.9 61,158 9.8 44,951 8.6 48,143 7.0
県支出金 93,137 12.6 189,276 26.4 123,756 19.9 59,373 11.4 95,413 13.9
町債 105,760 14.3 54,620 7.6 28,290 4.6 24,280 4.7 60,960 8.9
地方譲与税 7,196 1.0 6,761 0.9 7,055 1.1 7,398 1.4 7,931 1.２
地方消費税交付金
ほか各交付金 27,375 3.7 23,357 3.3 23,366 3.8 21,347 4.1 20,712 3.0

合　　計 737,210 100.0 716,959 100.0 620,926 100.0 519,723 100.0 688,310 100.0

■歳出（性質別） （単位：万円、％）

項　　目
令和２年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比
義務的経費 229,254 31.1 196,145 27.4 199,046 32.1 204,438 39.3 207,640 30.２

人件費 133,341 18.1 102,541 14.3 106,945 17.２ 110,443 21.3 109,225 15.9
公債費 44,312 6.0 42,406 5.9 41,300 6.7 42,985 8.3 44,964 6.5
扶助費 51,601 7.0 51,199 7.1 50,801 8.２ 51,010 9.8 53,451 7.8

投資的経費 250,874 34.0 247,153 34.5 148,854 24.0 40,975 7.9 192,946 28.0
普通建設事業費 198,264 26.9 113,580 15.8 44,710 7.２ 34,650 6.7 191,631 27.8
災害復旧事業費 52,610 7.1 133,573 18.6 104,144 16.8 6,325 1.２ 1,315 0.２

その他経費 257,082 34.9 273,660 38.２ 273,026 44.0 274,310 52.8 287,724 41.8
物件費 99,956 13.6 120,741 16.8 115,734 18.6 129,891 25.0 143,448 20.8
補助費等 61,129 8.3 56,806 7.9 57,454 9.3 51,660 9.9 51,379 7.5
維持補修費 6,213 0.8 5,854 0.8 10,619 1.7 8,420 1.6 6,392 0.9
繰出金 71,258 9.7 70,060 9.8 71,036 11.4 70,859 13.6 67,636 9.8
その他 18,527 ２.5 20,199 ２.8 18,183 ２.9 13,480 ２.6 18,869 ２.7

合　　計 737,210 100.0 716,959 100.0 620,926 100.0 519,723 100.0 688,310 100.0

■歳出（目的別）※通常分のみ（復旧・復興事業対応分を除く） （単位：万円、％）

項　　目
令和２年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比
総務費 256,130 39.1 149,113 26.8 84,824 17.6 71,132 15.4 67,523 14.1
民生費 127,046 19.4 123,356 22.1 120,735 25.0 121,384 26.２ 123,250 25.7
教育費 79,853 12.２ 78,477 14.1 80,414 16.7 84,137 18.２ 103,983 21.7
衛生費 45,974 7.0 48,752 8.8 47,169 9.8 46,065 9.9 43,149 9.0
公債費 44,193 6.7 42,309 7.6 41,263 8.5 42,985 9.3 44,964 9.4
土木費 33,475 5.1 33,991 6.1 42,402 8.8 40,810 8.8 42,002 8.8
消防費 30,970 4.7 26,311 4.7 25,605 5.3 25,025 5.4 22,763 4.7
農林水産業費 18,937 ２.9 36,182 6.5 21,884 4.5 15,611 3.4 17,033 3.6
商工費 9,365 1.4 9,897 1.8 9,852 ２.0 7,371 1.6 6,083 1.3
議会費 8,072 1.２ 7,707 1.4 7,717 1.6 7,785 1.7 7,814 1.6
予備費 1,000 0.２ 1,000 0.２ 1,000 0.２ 1,000 0.２ 1,000 0.２
災害復旧費 4 0.0 4 0.0 5 0.0 15 0.0 16 0.0
諸支出金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

合　　計 655,019 100.0 557,099 100.0 482,870 100.0 463,320 100.0 479,580 100.0
※令和2年度の予算額の大きい順に表示（その他を除く）

※各表の予算額と構成比は、四捨五入のため合計が合わない場合があります。
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令和２年度
こおり新時代幕開け予算

　ここからは、総合計画の「第3編　重点
プロジェクト」「第4編　施策分野別の基
本計画」「第5編　計画推進に向けた取組
み」ごとに、主な事業と予算を掲載します。

　「献上桃の郷」商標登録を契機として、本町産桃のブランド化等を推進し、町のイメージアッ
プと交流人口の拡大に努めるとともに、農家はもとより、町民所得の向上を目指します。

『献上桃の郷』展開プロジェクト （町のイメージアップ ）重点プロジェクト11

　災害対策や町民活動の拠点的機能を有し、利便性や快適性を考慮した庁舎づくりを進め、
町民に寄り添い頼りにされる役場を目指します。

町民のための庁舎整備プロジェクト （役場新庁舎の建設）重点プロジェクト44
　相馬福島道路を活かした効果的な土地利用を図り、移住・定住を視野に企業誘致と新たな
雇用の創出に努め、さらに、広がりのある観光周遊ルートの形成による交流人口の拡大策を
講じ、広域的な地域の拠点形成を目指します。

『21世紀の追分推進プロジェクト （効果的な土地利用）重点プロジェクト22

　先人から受け継いできた歴史的資源を次世代へ確実に継承していくため、本町の「良さ」「ら
しさ」を再認識し、歴史的建造物と人々の営みが一体となった良好な環境整備を進めるとと
もに、町のＰＲに努めながら“歴史探訪者”の増加を目指します。

歴史まちづくり推進プロジェクト （歴史的風致維持向上計画の取組み）重点プロジェクト33

①質の高いモモ生産に向けた農家支援【6,872万円】
　※うち国県等補助金（6,200万円）　担当：産業振興課

　26年連続で献上桃指定を受けている桑折町の桃のさらなる品質向
上を目指し、各種生産農家支援に取り組みます。
・果樹改植事業、モモせん孔細菌病防除対策事業等【6,320万円】
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）など【552万円】

②献上桃の郷こおりシティプロモーション事業【1,314万円】
　※うち国県等補助金（1,166万円）　担当：総合政策課

　町のイメージアッフﾟ、交流人口の拡大や関係人口の創出等を図るため、仙台
圏域でのＰＲ事業の強化、在京桑折会の開催、町ＰＲ映像の制作、桑折ファンクラ
ブ等への情報発信事業など、広域的に町の魅力や知名度の浸透拡大を目指し、シ
ティプロモーションの視点に立った各種取組みを展開します。

③観光誘客プロモーション事業【1,092万円】
　※うち国県等補助金（309万円）　担当：商工観光推進室

　首都圏・仙台圏等への観光及び特産品等のＰＲを展開するとともに、「レガーレこおり」を拠点に、「献上桃
の郷」の知名度向上とイメージアップ、ブランド力向上を図り、桑折町の農業及び地域活性化に繋げます。

※新型コロナウイルスに関する社会情勢により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。

①役場新庁舎建設事業【17億3,057万円】
　※うち国県補助金等（4,375万円）　担当：新庁舎整備室他

　令和2年10月末の完成及び令和3年1月の開庁に向
け、本体建築工事に加え、外構工事、新庁舎太陽光パネ
ル及び蓄電池設置工事のほか、什器整備や既存什器・各
種システム移設及び書類運搬作業などを進めていきます。

②役場新庁舎落成及び
　町制65周年記念式典【223万円】
　担当：新庁舎整備室他

　新庁舎開庁に向け、11月には町民内覧会を実施します。令和3年1月には、合併65周年の節目でもある
ことから、開庁式及び落成・町制65周年記念式典を開催し、町民のみなさんと落成を祝います。
【今年度の予定】
　新庁舎完成　⇒　町民内覧会　⇒　開庁式、落成式典

①（仮称）国道4号ＩＣ周辺の土地利用検討と企業誘致【48万円】
　担当：まちづくり推進課

　相馬福島道路の本町区間開通が今夏に迫るなか、令和2年度内の全線区
間開通により、地理的優位性などポテンシャルの高さがますます顕著とな
ることから、昨年度の「基本構想（適地選定）策定業務」の成果を十分に
活用しながら、土地利用の検討や企業誘致と新たな雇用創出への取り組み
を強化します。

②相馬福島道路整備関連事業【320万円】
　担当：まちづくり推進課

　待望の本町区間完成が、町民の皆さんの記憶に鮮明に残るものとなるよう、開通前にしか体験できない町
民参加型のイベントを6月末に開催し、復興道路完成の喜びと感動を分かち合うとともに、間近に迫る開通
をＰＲします。

①史跡桑折西山城跡整備事業【5,492万円】
　※うち国県等補助金（2,367万円）　担当：生涯学習課

　史跡指定範囲内の史跡公園整備事業の最終年度となる
今年度は、西館の枡形状虎口の階段及び平沢口への遊歩
道整備とともに、大かや園にガイダンス施設を整備します。
　また、史跡指定範囲外の事業に新たに取り組み、今年
度は、大手門に至る町道から坂町に至る道を遊歩道とし
て整備し、観音寺、大かや園からの案内サイン、城跡碑
を設置します。

②全国山城サミット桑折大会プレ大会事業【1,094万円】
　※うち国県等補助金（785万円）　担当：生涯学習課

　令和3年度に誘致を予定している「全国山城サミット桑折大会」に向け、本町の歴史的遺産と震災からの
復興を全国的にＰＲすることにより交流・関係人口の拡大を図るとともに、史跡桑折西山城跡をはじめとする
歴史的遺産を後世に引き継いでいく意識を醸成していくため、「プレ大会」を実施します。

③万正寺の大カヤ周辺整備事業【743万円】
　※うち国県等補助金（297万円）　担当：生涯学習課

　県の天然記念物に指定されている「万正寺の大カヤ」周辺に散策路や保護柵などを整備していきます。今
年度は、既存建物の解体、保存整備のための実施設計を作成します。
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③ 町民研修センター「うぶかの
郷」管理運営費 【１,980万円】

　町民研修センター「うぶかの郷」
の管理運営を㈱ふるさとエール桑折
に委託し、町民の憩いの場の提供及
び町への誘客を図る。

▲�今年度も㈱ふるさとエール桑折が管理
運営

土地利用
担当：まちづくり推進課

4

① 都市計画法第34条第11号の制
度活用推進事業 【6万円】

　市街化調整区域内で制限されてい
る一般住宅等の建築について、規制
の緩和に向け、対象地区に対し制度
周知や合意形成を推進し、合意を得
られた町内会と連携し、区域指定を
目指す。

都市緑化と景観
担当：まちづくり推進課

5

①公園・緑地維持管理事業
【１,029万円】

　町内の公園・緑地の適正管理とし
て樹木剪定などを実施。
　今年度はJＲ桑折駅前広場のイン
ターロッキングブロック修繕工事も
実施。

▲町の玄関を整え来訪者を迎える

歴史まちづくり
担当：生涯学習課

6

①旧伊達郡役所周辺整備事業
　〔新規〕 【332万円】

※うち、国県等補助金【133万円】

　旧伊達郡役所周辺の景観向上のた
め、老朽化している門扉、周辺柵を、
明治時代の様子を再現する改修を行
う。今年度は、実施設計。

▲旧伊達郡役所と門・柵

移住・定住
担当：総合政策課

7

①移住定住PR促進事業【185万円】
※うち、国県等補助金【76万円】

　県等主催の移住定住関連セミナー
等へ参加し、桑折町の暮らしやすさ
や魅力をＰＲするとともに、桑折町
お試し住宅(ホタピーハウス)の利用
を促進する。また、移住定住ガイド
ブックの更新、大学生を対象とした

「暮らし体験事業」を実施。

▲�桑折町での暮らしを体験できるホタ
ピーハウス

②桑折町移住支援金給付
【160万円】

※うち、国県等補助金【120万円】
　過度な東京圏への一極集中の是正
及び地方の担い手不足対策のため、
地方創生推進交付金を活用したUIJ
ターンによる移住支援事業を県と市
町村が共同で実施。

③ 若者定住促進事業（住宅取得・
リフォーム支援） 【710万円】

※うち、国県等補助金【120万円】

　 町 内 に 住 宅 を 取 得、 ま た は リ
フォームした若者（45歳未満）に、
最大60万円の補助金を交付（県外
からの移住については別途加算あ
り）。

④桑折町新婚世帯家賃支援事業
【203万円】

　町内の民間賃貸住宅に居住し、住
所を有する新婚世帯（婚姻届提出後
1年以内で夫婦どちらかが45歳未
満）へ、月額最大1万円最長24月
の家賃補助金を交付。

⑤JR通勤費用助成事業 【12万円】
　③の交付を受けた世帯の人が、
JＲを利用して通勤する場合、通勤
費用の一部を補助金として交付。

⑥地域おこし協力隊事業
【938万円】

　国の地域おこし協力隊制度を財源
に、大都市圏から桑折町に移住し、
地域活動に取り組む人材を「地域お
こし協力隊」として委嘱。

▲首都圏で町の魅力を伝え移住を PR

　地域経済の発展と、人を惹きつける魅力的で活力ある地域づくりの
ため、産業経済の振興や観光交流人口の拡大、定住化の促進、歴史的
資源を活かしたまちづくり、都市的機能の整備に取り組みます。1

方 針

魅力的で“活力”ある地域社会の創生

農林業振興
担当：産業振興課／地域整備課

1

①有害鳥獣対策事業【２,626万円】
　新規事業として、有害鳥獣対策や
ぶ等刈り払い委託事業や狩猟免許取
得費助成事業を実施。
　侵入防止柵の管理や周辺の緩衝帯
整備、道路へのグレーチング設置、
ICTを活用した捕獲実証実験やド
ローン活用による生息調査事業など
を引き続き実施。

▲�道路からの侵入を防ぐグレーチングを
設置

②機構集積協力金交付事業
【45万円】

　農地中間管理機構への農地貸し付
けによる離農者や、経営部門を縮小
した農業者に対し、経営転換協力金
を交付。

③ 「ふくしまプライド。」販売力
強化支援事業 【333万円】

※うち、国県等補助金【300万円】

　本町及び県産農作物の価値を伝
え、販売・消費の拡大を図るため、
県内外でＰＲ活動を実施。

④恵みの農地再生事業 【70万円】
　遊休農地の解消及び防止のため、
遊休農地を再生して利用することを
目的とした耕作条件整備への助成を
実施。

⑤多面的機能支払交付金事業
【１,478万円】

※うち、国県等補助金【1,115万円】

　農地の効率的な管理のため、農用
地の維持保全を行う組織に対し交付
金を支払う。また、広域組織の支援
を行い、加入組織、取り組み面積拡
大を促進。

⑥森林病害虫防除事業
【２,114万円】

※うち、国県等補助金【1,549万円】

　半田山を松くい虫等の被害から守
るため、薬剤の空中散布や間伐等を
実施。

⑦ふくしま森林再生事業
【3,220万円】

※うち、国県等補助金【2,805万円】

　放射性物質対策として、年度別計
画を作成し、森林整備、路網整備、
丸太柵工を施工。

⑧半田山自然公園トイレ整備工事
【230万円】

　半田山自然公園キャンプ場を快適
に利用していただくため、トイレの
洋式水洗化工事を実施。

商工業振興
担当：商工観光推進室

2

① 郡役所カフェ事業・街道ビア
フェス事業〔新規〕 【339万円】

※うち、国県等補助金【226万円】

　旧伊達郡役所や今夏オープンのブ
リュワリーパブ施設周辺でイベント
を開催し、中心市街地の賑わい創出
を図るとともに、交流人口拡大を促
進。

② プレミアム付共通商品券発行
事業 【104万円】

　地元消費喚起、地域経済活性化を
図るため、商店会が発行する商品券
発行事業へ補助。

③ 桑折町商工業活力再生イベン
ト事業 【260万円】

※うち、国県等補助金【130万円】

　町内商工業者の活力再生のため商
工会青年部が取り組むバーガーサ
ミットや「食」をキーワードとした
回遊事業等に補助金を交付。

▲�町内外からの来場者でにぎわうバー
ガーサミット

④ 中小企業経営合理化資金保証
融資保証料補助事業【100万円】

観光交流
担当：総合政策課／商工観光推進室

3

① こおりうまいものフェス（仮称）
事業 【675万円】

※うち、国県等補助金【450万円】

　全国山城サミットプレ大会と同時
開催するイベントをとおして、「献
上桃の郷」桑折町の知名度向上、イ
メージアップを図るとともに、交流
人口拡大を図る。

②在京桑折会事業  【300万円】
※うち、国県等補助金【300万円】

　ふるさと応援、関係人口の創出、
風評の払しょくを図るため、首都圏
在住の桑折町出身者や桑折町にゆか
りのある方が都内で集う交流事業を
開催。

▲�大盛況で幕を閉じた令和元年在京桑折会
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結婚・子育て支援
担当：健康福祉課／生涯学習課

1

①ネウボラ事業 【１,044万円】
※うち、国県等補助金【696万円】

　子育て世代包括支援センター「す
くすく」が中心となり、相談業務や
子育て支援事業等を実施し、妊娠期
から子育て期にわたり切れ目のない
支援を実施。

▲�専門職員が子育てをしっかりとサポート

②子育て支援アプリ事業 【27万円】
　スマホアプリを導入し、子育てに
関する情報発信強化を図る。

③ 妊婦一般健康診査・新生児聴
覚検査 【805万円】

　県内の産科医療機関に委託し、妊
婦健診、産後1か月健診、新生児聴
覚検査を実施。

④乳幼児健診 【182万円】
　保健福祉センター「やすらぎ園」
において、4カ月児、7カ月児、
10～11カ月児、1歳6カ月児、3
歳6カ月児健診を実施。

⑤不妊治療費助成事業
【120万円】

　特定不妊治療を行う夫婦の経済的
負担軽減のため、治療費の一部を助
成（県補助に上乗せ）。

⑥子ども医療費助成事業
【４,830万円】

※うち、国県等補助金【3,606万円】
　保護者の経済的負担軽減のため、
18歳までの医療費自己負担分を全
額助成。

▲乳幼児健診での食育指導

⑦ひとり親家庭医療費助成事業
【315万円】

※うち、国県等補助金【134万円】

　ひとり親家庭及び両親のいない児
童にかかった医療費の一部を助成。

⑧ 「イコーゼ！」屋内遊び場確保
事業 【794万円】

※うち、国県等補助金【529万円】

　屋内遊び場に安全監視員を配置。
絵本や遊具を使ったイベントを適宜
開催。

⑨青少年育成事業 【190万円】
　町民全体で青少年の健全育成を図
るため、町民会議を組織し、大会、
立志式、小学生意見発表会などを実
施。地区部会活動へも支援する。ま
た、成人式を開催し、新成人者を祝
福・激励。

▲将来の決意を新たにした立志式

健康と医療
担当：健康福祉課

2

①こおり健康楽会〔新規〕
 【168万円】

※うち、国県等補助金【126万円】

　健康寿命の延伸に向けた健康づく
りコンソーシアム「こおり健康楽会」
を設立し、企業・団体等が連携した
取り組みを実施。健康宣言、健康こ
おりンピック、お父飯コンテスト等
を開催し、町民が一丸となって健康
づくりに取り組む。

▲笑いと健康を組み入れた健康長寿に

②こおり運動教室 【120万円】
　メタボ予防・改善、健康増進のた
め、運動指導士による教室を開催す
る。運動方法を習得し、習慣化でき
るように支援。

▲効果的な運動で生活習慣病を予防

③推定食塩摂取量測定【131万円】
　特定健診時に尿中塩分測定を実施
し、一日の推定食塩摂取量を知り、
減塩に取り組むことにより、高血圧
を予防。

④各種がん検診事業 【２,057万円】
　がんの早期発見に向けて各種がん
検診を実施。胃がん検診では、従来
のバリウムによる検査のほか、胃カ
メラ検査も導入。

⑤ 福島県市町村先駆的健康づく
り実施支援事業 【120万円】

※うち、国県等補助金【120万円】
　民間企業と協働し、生活習慣病を
予防するための健康づくり事業を展
開。

▲�タニタヘルスリンク株式会社との協働

⑥食生活改善推進員事業【14万円】
　町民の健康の保持・増進のため、
食生活を見直し改善するための支援
活動ができるよう学習会を開催し、
栄養改善事業に協力。

▲食生活改善推進員の協力を得て

⑦公立藤田総合病院負担金
【5,987万円】

　桑折町分の負担額が4割から3割
に変更。（3,000万円）
　その他、特別交付税措置。（2,987
万円）

⑧ 伊達地方病院群輪番制協議会
補助金 【427万円】

　休日・夜間の救急医療体制維持の
ため、補助金を交付。

地域福祉
担当：健康福祉課

3

① 社会福祉協議会事業補助金交
付事業 【１,839万円】

　高齢者・障がい者・児童福祉事業、
福祉相談事業など、社会福祉協議会
が取り組む事業に対する助成。

②障がい者福祉扶助費
【２億5,960万円】

※うち、国県等補助金【1億8,853万円】

　自立支援医療費、補装具費、障が
い者自立支援給付費、障がい児給付
費、重度心身障がい者医療費、通所
施設交通費給付費、人工透析患者通
院交通費補助事業等の給付。

③ 地域生活支援拠点等整備事業
（コーディネーター配置・体験
の場提供） 【144万円】

※うち、国県等補助金【108万円】

　障がい者等の重度化・高齢化や「親
亡き後」に備えるとともに、地域移
行を進めていくため、緊急時の迅速
かつ確実な相談支援を行うコーディ
ネーターの配置や体験の場の提供を
実施。

高齢者福祉
担当：健康福祉課

4

① 「献上桃の郷おでかけパス」利
用助成事業〔新規〕 【440万円】

　交通手段の確保が困難な高齢者に
対し、申請によりタクシー利用証を
発行し、自己負担500円を超えた料
金を助成。

② 高齢者運転免許証自主返納支
援事業 【48万円】

　運転免許証を自主返納した高齢者
に対し、12,000円分のタクシー券
を交付。

③ シルバー人材センター事業補
助金交付事業 【450万円】

　高齢者会員の生きがいの充実、地
域社会貢献活動等に対する助成。

④老人保護措置業務【１,810万円】
　老人福祉法により措置の必要があ
ると認めるものに対して、入所に関
する調査等手続きを行う。また、措
置者に対しての実態調査や施設との
連携を図り、生活の安定を保持。

⑤緊急通報装置貸与事業【50万円】
　日常生活に不安を持つひとり暮ら
し高齢者に対し、通報装置を設置し、
緊急時に通報することで委託業者が
かけつけ対応。また、月1回の電話
連絡による安否確認を実施。

⑥敬老会事業 【142万円】
　長年にわたり社会発展のために寄
与してこられたことに感謝し、75
歳以上の高齢者を招待して実施。

▲醸中生の演奏を楽しむ参加者

⑦ 老人福祉センター大かや園管
理運営費 【２,245万円】

　大かや園の施設維持管理や運営。
今年度は非常灯・誘導灯の修繕工事
などを実施。

　安心して子育てや親の介護ができるよう、町民みんなが希望や安心
を持って健やかに暮らせる、生涯を通じた健康づくりや地域福祉、高
齢者福祉の充実に取り組みます。2

方 針

健やかで希望に満ちた“暮らし”の確立
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消防・防災
担当：生活環境課

1

①消防施設維持管理事業
【446万円】

　消防車両や防火水槽、消火栓など
消防水利の維持管理を実施。

②消防団活動費 【3,180万円】
　地域住民の生命と財産を守る消防
団活動に対し、必要な消防用装備品
や被服などを貸与。また、水害対応
力強化のため水中ポンプを配備。

③ 地域防災訓練事業・災害図上
訓練 【50万円】

　伊達崎地区住民自治協議会と協力
し、有事に備えた避難訓練等を実施。
また、各地区で災害図上訓練を実施。

▲危険箇所を確認（災害図上訓練）

④避難所用備蓄品整備事業
 【110万円】
　災害時に備え、水や食料などの避
難所用備蓄品を購入。

▲町で備蓄している非常食等

⑤伊達地方消防組合運営負担金
【２億872万円】

　1市3町（伊達市・伊達郡）で構
成する消防組合の運営費を負担。

生活安全
担当：生活環境課／総合政策課

2

①防犯灯LED更新工事
【350万円】

　町内約1,500灯中、1,300灯を
LED化済。電気料金や環境負荷の軽
減を図るとともに、夜間の犯罪防止・
歩行者の安全確保に努めるため、今
年度は100灯の交換を実施。

②消費者行政対策推進事業
【0万円】

　消費者相談窓口の設置や、町民向
けの消費生活講座開催などを実施。

③交通安全対策事業 【371万円】
　交通安全教室や街頭啓発、カーブ
ミラーや防護柵等交通安全施設整備
などを実施。

環境衛生
担当：生活環境課

3

① 除去土壌等搬出・仮置場解体
等除染関連事業

【４億6,950万円】
※うち、国県等補助金【4億6,950万円】

　除染で発生した除去土壌等の搬出
と仮置場解体工事を実施。
② 伊達市桑折町国見町火葬場協

議会負担金 【563万円】
　1市2町で構成する火葬場協議会
に対する負担金。

③公衆トイレ維持管理事業
【213万円】

　桃の郷トイレなど、町内に設置す
る公衆トイレ4か所の清掃や修繕な
どを実施。

④一般廃棄物収集運搬業務委託
【２,998万円】

　一般家庭から排出される廃棄物収
集業務を委託して実施。

⑤ 伊達地方衛生処理組合運営負
担金 【7,471万円】

　2市3町（福島市の一部・伊達市・
伊達郡）で構成する衛生処理組合の
運営費を負担。

⑥ごみ再資源化活動奨励事業
【40万円】

　リサイクル推進のため、町内会等
の各種団体が家庭から排出される新
聞や段ボール等の資源の回収活動を
実施した際、回収量に応じて補償金
を交付。

⑦生ごみ処理容器購入補助事業
【20万円】

　生ごみの減量化のため、町内会で
取りまとめて注文する生ごみ処理容
器の購入費用の半額を補助。

環境共生
担当：生活環境課／地域整備課

4

① 住宅用再生可能エネルギー設
備設置補助事業 【326万円】

　住宅用の太陽光発電設備や蓄電池
設置のほか、ペレット・薪ストーブ
の設置補助を通して、再生可能エネ
ルギーの活用を推進。

▲�補助を利用して設置された住宅用太陽
光パネル

② 再生可能エネルギー導入検討
事業 【８万円】

　「再生可能エネルギー推進の町」
を宣言している本町で、木質バイオ
マスをはじめとする再エネ設備の公
共施設等への導入について、実現可
能な方法の検討を実施。

③ 桑折地区かわまちづくり計画
事業 【１,700万円】

※うち、国県等補助金【680万円】

　国土交通省と連携し、昨年度から
5か年計画で阿武隈川周辺の整備を
実施。2年目となる今年度は、桃の
郷トイレの改修や阿武隈川堤防にベ
ンチを設置。

▲�あぶくまウォーク桑折で阿武隈川と桑
折町の歴史を学ぶ

総合交通網
担当：地域整備課／生活環境課

5

①町道新設改良事業
【４,120万円】

　町道4001号線・駅前停車場線・
清水前線・下郡上代線の道路改良工
事及び銀山東線の改良工事用地測量
を実施。

▲桐ケ窪地区の町道を改良

②町道等維持管理事業
【２,500万円】

　既存の町道・水路等を利用者安全
確保のため、修繕等維持管理工事を
実施。

③橋梁長寿命化事業
【１,300万円】

※うち、国県等補助金【722万円】
　橋梁長寿命化修繕計画の作成と高
速道路に架かる橋梁の点検を実施
し、道路交通の安全性を図る。

④地方路線バス維持対策補助事業
【176万円】

　路線バス運行確保のため、路線バ
ス運行事業者に対して補助。

居住環境
担当：まちづくり推進課／上下水道課

6

①空家等対策事業 【50万円】
　桑折町空家等対策計画に基づき、
空家等の適正管理や空家等の市場流
通・空家バンク活用を講じるととも
に、「桑折まちづくりネット」との
連携により空家相談会を開催。

▲空家等対策の無料セミナーを実施

②空家等除却工事補助事業
【150万円】

　空家等が周辺環境にもたらす影響
から、その生活環境の保全と町土の
有効利用への支援・推進のため、空
家等を取り壊す工事を所有者が実施
するにあたり、1件30万円を上限
とした補助金を交付。

③安全安心耐震促進事業
【180万円】

※うち、国県等補助金【115万円】
　昭和56年5月31日以前に建設さ
れた木造3階建て以下の住宅耐震診
断の実施に補助。また、診断結果で
基準を満たさない住宅の改修工事費
用に対して費用の1/2かつ100万
円までを補助。

④ 合併処理浄化槽設置整備補助
事業 【744万円】

※うち、国県等補助金【246万円】

　河川等の水質保全のため、下水道
整備区域以外において合併処理浄化
槽の設置に対して補助を交付。
・5人槽　 33万2千円
・7人槽　 41万4千円
・10人槽　54万8千円
・汲み取り便槽撤去補助 3万円
・単独処理浄化槽撤去補助

3万円～4万5千円
　既存の住宅等に設置された単独浄
化槽からの転換に伴う宅内配管工事
に対し補助金を交付　上限30万円
・ 単独浄化槽転換宅内配管工事補助

金

水道
担当：上下水道課

7

①水道施設整備事業補助金
【200万円】

　上水道の給水区域以外で簡易水道
組合等の給水設備整備の経費に対し
て補助金を交付。
・補助率　50％

②水道事業ビジョン策定事務
【50万円】

　町全体の水道の指針となる水道事
業ビジョンを令和2年度末に策定。

　地震災害などのあらゆるリスクから町民の生命と財産を守るため、
消防防災や減災対策、防犯・交通安全対策の強化に取り組みます。さ
らに、環境衛生の向上や地球環境の保護、道路交通網の整備と管理、
居住環境の整備等に取り組みます。3

方 針

“安全安心”で住みやすい“生活環境”の構築
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乳幼児保育と教育
担当：こども教育課

1

①保育所運営業務 【１憶995万円】
※うち、国県等補助金【297万円】

保護者負担金【2,519万円】
　保育所利用児が安全・安心に過ご
せる環境を維持・向上させるため、
保育士の確保、施設・設備の維持整
備を図るとともに、待機児童ゼロの
取組を継続して、保育を必要とする
家庭を支援。

▲�子育て支援センターと合同で豆まき会
を開催

②放課後児童健全育成事業
【４,430万円】

※うち、国県等補助金【1,679万円】
授業料・預かり保育利用料【614万円】

　保育を必要とする家庭を支援する
ため、放課後の児童が各地区におい
て安心・安全に過ごせる施設の運営
を実施。
③ 幼稚園入園祝品（制服）支給

事業 【40万円】
　入園祝いと子育て期の経済的支援
のため、新入園児へ制服を支給。
④幼稚園管理運営業務

【7,361万円】
※うち、国県等補助金【899万円】

授業料・預かり保育利用料【66万円】
　町内の3～5歳児を対象に3年間
において年代に応じた質の高い幼稚
園教育及び預かり保育事業を行うと
ともに、言語の発達に遅れや障がい
のある幼児を対象に、「ことばの教
室」を併設。

小中学校教育
担当：こども教育課

2

①入学祝い品制服支給事業
【527万円】

　小学校・中学校に新入学する児童
生徒へのお祝いと子育て世帯の経済
的支援のため、各学校の制服のうち
冬服上下を支給。

▲祝い品の制服を受け取る児童

②特別支援教育支援員の配置
【２,064万円】

　支援を必要とする児童生徒に対し
て、望ましい教育環境を整えながら、
学習や生活上の困難を改善・克服で
きるよう支援指導を実施。
③ 桑折町教育支援センターの設

置〔新規〕 【93万円】
　町内小中学校に在籍する不登校児
童生徒に対して、学習活動に関する
支援及び学校復帰に向け、心のサ
ポートに重点を置いた支援を実施。
④英語教育の充実 【573万円】
　児童生徒の英語能力向上のため、
英語指導協力員を配置して学習指導
の充実を図るとともに、中学生を対
象とした英語検定受験料を助成。
⑤ICT機器活用 【２,500万円】
　電子黒板等を活用した効果的授業
やパソコン操作（プログラミング教
育）を行い、指導の幅を広げること
で、学力向上を図る。

▲電子黒板を活用した授業

⑥「桑折学習塾」の運営事業
【65万円】

　土曜日に「学習塾」を開講し、希
望する子どもたちへの学習環境を提
供。中3クラスは民間塾に運営を委
託し、中1,2クラスは福大生、小
学生は地域の教員OBを講師として
実施。
⑦ 読み・書き・計算の徹底反復

事業 【52万円】
　小学生の学力向上基礎づくりとし
て、「隂山メソッド」（隂山英男先生
の手法）に基づく、百ます計算・漢
字練習・音読を行うとともに、指導
方法を学ぶ。
⑧平和学習派遣事業 【74万円】
　平和の大切さを学び・伝えるため、
小学6年生の代表を被爆地（広島平
和記念式典）へ派遣。帰町後は各学
校において、多くの人へ伝える活動
を展開。

▲千羽鶴を奉納する児童

⑨ 学校給食の保護者負担軽減（食
材費の町負担） 【４,690万円】

※うち、給食費保護者負担金【1,973万円】
　子育て世代への経済的支援のた
め、 給食費の全額または半額を町が
負担（幼稚園児分：全額、小・中学
生分：半額）。
⑩給食センター設備機器更新

【１,338万円】
　安全、安心な給食を提供するた
め、給食センター施設設備を順次更
新（本年度はガススチームコンベク
ションオーブンなど）。

生涯学習
担当：生涯学習課

3

①公民館事業 【１,245万円】
　睦合・伊達崎・半田公民館に館長
兼運営推進員を配置し、地域に密着
した公民館運営を実施。また、中央
公民館を中心に、ライフステージに
応じた事業を展開し、学びの機会を
提供。

▲公民館でそばづくり体験

▲タブレットの使い方を基礎から学ぶ

②姉妹都市交流事業 【172万円】
　エリザベスタウン市が令和2年
10月頃に本町を訪問したい意向が
あるため、歓迎レセプションの開催
や送迎、ホームステイの受入れなど
を実施。

▲エリザベスタウン市との交流

③青少年教育講演会 【40万円】
　少年教育の一環として、日本航空
協会の協力をいただき熱気球の体験
事業と、パイロットの室屋義秀さん
の講演会を開催。

▲�日本航空協会による「こども模型飛行
機教室」

④図書活動事業 【148万円】
　図書室「遊学館よも～よ」の運営
や、ブックスタート事業、中央公民
館「おはなしの会」などを通して、
各世代が本に親しむ機会を創出し、
教養の向上を促進。

▲�読み聞かせで子どもの頃から本に親し
む

⑤芸術・文化事業 【23万円】
　如月杯囲碁・将棋大会や高齢者作
品展、県芸術祭への参加などによる
事業を実施。

▲�熱戦を展開する如月杯

生涯スポーツ
担当：生涯学習課

4

①小学生陸上競技大会 【29万円】
　町内児童の体力向上とスポーツへ
の関心を高める目的として、社会体
育に位置づけて実施。

▲�みんなの声援を浴びながら懸命に走る
児童

②オリンピックチケット購入費
【25万円】

※うち、諸収入【25万円】
　東日本大震災被災3県への復興枠
により、チケットを購入し、オリン
ピックに対する町民の機運を高める。
③ 温水プールを活用した運動機

会の提供 【53万円】
※うち、国県等補助金【39万円】　

　「こおり健康学会」と連携し、健
康宣言等した者が取組みやすい環境
を整えるため、筋力トレーニングと
有酸素運動に有効な水中機器を設置
し、新たな水泳教室などの運動機会
を提供。

▲�インストラクターに水泳を教わる子ど
もたち

④ 町民体育館のトイレ・屋根防
水改修工事 【900万円】　

　住民活動の促進と利便性向上のた
め、トイレ洋式化及び屋根防水改修
工事を実施。

　町民一人ひとりが生きがい・自己実現を求め、主体的に学びながら、
まちづくりを担う人材を育成するため、幼稚園から中学校までの育ち
と学びの一貫性を大切にした教育の推進や、各世代の学びを醸成する
生涯学習活動の推進等に取り組みます4

方 針

志高い人材を育む“学び”の醸成
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住民自治の活性化
担当：総務課／総合政策課／産業振興課

1

① 住民自治協議会運営交付金交
付事業 【200万円】

　町内4地区の自治活動の充実と活
性化を図るため、運営交付金をそれ
ぞれの協議会へ交付して支援。
②桑折町表彰式 【104万円】
　桑折町表彰条例に基づき、顕彰に
値する個人・団体を表彰。
開催予定日：令和2年11月6日㈮
③一般コミュニティ助成事業

【250万円】
※うち、国県等補助金【250万円】

　団体（宮本若連）が実施する山車
修繕等事業へ宝くじ助成を充当。

▲修繕した山車のお披露目会

行政機能の強化
担当：総務課／税務住民課

／総合政策課

2

①人事評価制度運用支援業務
【247万円】

　組織力向上と職員のモチベーショ
ンアップに資する実効性のある制度
とするため、公平性・透明性・納得
性・信頼性のある制度としての運用
の定着を図る。
② 文書管理システム賃貸借及び

保守 【325万円】
　公文書を管理するシステムを導入
し、文書の保管・廃棄を徹底するこ
とにより、事務効率の改善を図る。
③総合計画策定業務 【370万円】
　町の将来像実現に向けて、総合的
かつ計画的な施策を推進するため、
10年後を見据える新しい計画を策
定。

 ④窓口業務の充実 【４,891万円】
※うち、国県等補助金【1,379万円】

手数料【562万円】
　戸籍・住民基本台帳システムを適
正に管理・運用するとともに、予約
制による証明書交付窓口時間延長な
どを実施。

⑤公衆Wi-Fi機器環境整備事業
【494万円】

※うち、国県等補助金【168万円】

　新庁舎及びイコーゼ！内に公衆
Wi-Fi環境を整備し、平時は町民の
インターネット環境の利便性向上、
災害時は避難者の災害情報収集用と
して利活用。

健全な財政運営
担当：総務課／税務住民課

3

①ふるさと納税関連事業
【２,255万円】

　ふるさと納税業務を民間業者へ一
括委託し、業務の効率化、民間目線
での業務提案（受付ウェブサイト編
集等）により、寄附額の更なる増加
を図るほか、寄付者が希望する特産
品を返礼品として随時発送。

▲�至福の桃シリーズ第 3弾「至福の桃�飲
むこんにゃくゼリー」を返礼品に追加

② 町税等のコンビニ収納・口座
振替利用促進 【300万円】

　納期内納付率向上のため、コンビ
ニ納付制度の継続及び周知ととも
に、口座振替制度の促進を図る。

広報・広聴の充実
担当：総合政策課

4

① 広報こおり発行・町ホームペー
ジ運用管理業務 【567万円】

※うち、国県等補助金【37万円】

　町の政策や施策を円滑に推進する
ため、行政情報や町の魅力等を町内
外に向けて幅広く情報発信してい
く。広報紙の発行や、町のホームペー
ジ、SNSなどを活用して、広報活動
の充実を図る。

▲�広報こおりが福島県市町村広報コン
クールで三冠を達成

②まちづくり懇談会の開催
【0万円】

　町の事業を説明し、町民の皆さん
の声を伺う機会として、懇談会を開
催。

▲�町政に対する意見を聞くまちづくり懇
談会

③「町民ご意見箱」制度の活用
【0万円】

　各地区公民館などにどなたでも投
函できるご意見箱を設置。また、町
ホームページからもご意見の投稿を
受け付け、町民の声を政策に反映。

イベント名 開催日 イベント内容 実施場所
事業担当課
◎主担当
△協力

東北楽天ゴールデン
イーグルス

「献上桃の郷」
桑折町協賛デー

5月21日（木）

東北楽天ゴールデンイーグルス主催試合を「献
上桃の郷」桑折町デーと冠協賛。仙台圏在住
者を招待しながら、試合観戦し応援するとと
もに、風評払しょくと町のＰＲ、特産品販売な
どを行います。

仙台市 ◎総合政策課
△産業振興課

「こおり健康楽会」
設立会 5月25日（月）

健康寿命の延伸に向け、健康増進に関する機
関・企業・団体等、そして町民が一丸となっ
て健康づくりに取り組むコンソーシアムとし
て「こおり健康楽会」を設立し、個人・団体
による「健康宣言」や「減ら塩大作戦会議」
等を開催していきます。

桑折町屋内
温水プール・
多目的
スタジオ
イコーゼ！

◎健康福祉課
△生涯学習課

旧伊達郡役所カフェ
【桑折宿お散歩】 6月下旬

旧伊達郡役所を活用した期間限定カフェを開
催します。同時に、街なか回遊スタンプラリ
ーなども開催します。

旧伊達郡
役所周辺 ◎商工観光推進室

歴史まちづくり講演会 6月6日（土）
令和3年度の全国山城サミット桑折大会開催
に向け、城郭研究家を招聘して講演会を開催
します。また、小学生を対象とした歴史学習
会も開催します。

イコーゼ！ ◎生涯学習課

こおり健康楽会「2020
健康こおりンピック」 6月27日（土）

すべての町民に向けた健康アプローチとして、
「2020健康こおりンピック」を開催し、個人・
団体の「健康宣言」や、減塩、運動（新たな
水泳教室、ラジオ体操の普及等）、スポーツテ
スト、インボディ測定、野菜推定量測定、減
塩レシピ提供、適塩体験などさまざま取組を
行い健康意識を高めます。

桑折町屋内
温水プール・
多目的
スタジオ
イコーゼ！

◎健康福祉課
◎生涯学習課

相馬福島道路
（桑折JＣT～（仮称）

国道4号ＩＣ）
開通プレイベント

6月28日（日）

相馬福島道路（桑折ＪＣＴ～（仮称）国道4
号ＩＣ区間）の開通を前に、町民参加型の開
通前にしか出来ない町民の心に残るようなプ
レイベントを開催し、開通の喜びと感動を分
かち合います。
※ 開通式典は別日程で国土交通省が正式に開

催予定

相馬福島道
路（桑折
JCT〜（仮
称）国道4号
IC）

◎まちづくり推進
課

△商工観光推進室
△地域整備課

水辺で乾杯桑折桃源郷
2020 7月7日（火）

水辺の魅力を多くの人に知ってもらうため、
全国500か所の川の水辺で同時開催されるイ
ベントで昨年に引き続き開催。

伊達崎字
大畑向地内 ◎地域整備課

JR仙台駅での桃の
販売・観光PR 7月下旬

仙台駅東西通路で桃や特産品等のＰＲ販売や観
光ＰＲを実施し、仙台圏の多くの人と桑折町と
の交流の輪を広げ、町への誘客促進を図ります。

JR仙台駅東
西自由通路

◎産業振興課
◎商工観光推進室
△桑折町振興公社

桑折町役場新庁舎
工事現場見学会

7月下旬

～

8月上旬

建築中の役場新庁舎の内部を、夏休みの体験
学習の一環として、町内の小学生及び保護者
に見学してもらうイベント。新庁舎に親しみ
を感じてもらうとともに、建築業の仕事にも
興味をもってもらうきっかけづくりとして開
催します。

桑折町役場
新庁舎建築
現場

◎総務課
△施工業者

街道ビアフェス
8月上旬

～

中旬

新規オープンするブリュワリーパブと地元商
店街が連携したビアフェスを開催し、本町中
心市街地への誘客を図り商店街に賑わいを創
出するとともに、観光ＰＲを行います。

旧福島蚕糸
官舎跡地

◎商工観光推進室
△商工会

令和２年度　桑折町開催イベントスケジュール　ここでは、総合計画第 3編「重点プロジェクト」、第 4編「施策分
野別の基本計画」に掲げる計画の実現に向けた方策、実効性を確保す
るための取り組みを示します。５

方策

計画推進に向けた取組み

※4月1日現在での予定であり、新型コロナウイルスに関する社会情勢により、中止または延期となる場合があります。
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事業の名称 助成の内容・補助率又は金額 助成対象者 担当課・係

若者定住促進事業補助金

移住・定住のため、町内に住宅を取得、またはリフォー
ムした方に補助金を給付

【補助率又は金額】
上限：30万円（リフォームの場合20万円）
※町内業者利用・県外転入については別途加算有り

夫婦どちらかが45歳未
満で移住・定住の意思の
ある方

総合政策課
移住定住係

若者定住者向けJＲ通勤
補助金

若者定住促進事業補助金を受け、JＲを利用して通勤し
ている場合、通勤費の一部を24月（2年間）給付

【補助率又は金額】
上限：月額5千円

夫婦どちらかが45歳未
満で若者定住促進事業補
助金の交付を受けた方

総合政策課
移住定住係

新婚世帯家賃支援事業補
助金

新婚で町内の民間賃貸住宅で同居を開始した世帯に、
24月（2年間）の家賃補助を実施

【補助率又は金額】
上限：月額1万円

婚姻届提出から1年以内
で、夫婦どちらかが45歳
未満の方

総合政策課
移住定住係

町内会育成振興事業補助
金

町内会集会所等の建設及び修繕等に対し助成
【補助率又は金額】
①集会所建設費の30％以内（上限：700万円）
②建設費用借入に係る利子の70％以内（最長5年以内）
③集会所修繕費の25％以内（上限：350万円）

町内会 総合政策課
広報広聴係

災害見舞金等支給事業

暴風、豪雨、豪雪、地震、火災等により被災した方に
対して、災害見舞金又は弔慰金を支給

【補助率又は金額】
全焼・全壊10万円、半焼・半壊5万円、床上浸水3万
円、死亡15万円

町内居住の被災者 健康福祉課
福祉係

「献上桃の郷おでかけパ
ス」利用助成事業

交通手段の確保が困難な高齢者等に対し、申請により
おでかけパス（タクシー利用証）を発行

【補助率又は金額】
タクシーでの町内移動時、自己負担500円を超えた料
金を助成

①65歳以上の非課税者
②70歳以上の高齢者
③運転免許証自主返納者

健康福祉課
福祉係

高齢者運転免許証自主返
納支援事業

高齢者による交通事故の減少を図るため、運転免許証
を自主返納した高齢者に対しタクシー利用券を交付

【補助率又は金額】
1回限り：1万2千円分（利用券）

運転免許証を自主返納し
た75歳以上の高齢者

健康福祉課
福祉係

ひとり親家庭医療費助成
（母子・父子）

ひとり親家庭又は両親のいない児童にかかった医療費
の一部を助成

【補助率又は金額】
一月の医療費合計が1千円を超えた場合、その超えた
額を助成

ひとり親家庭又は両親の
いない児童

健康福祉課
子育て支援係

不妊治療費助成

特定不妊治療（体外受精、顕微授精）を行う夫婦の経
済的負担を軽減するため治療費の一部を助成（県助成
分に上乗せ）

【補助率又は金額】
各回上限：1回目20万円　2～6回目10万円

福島県特定不妊治療費助
成事業実施要綱に基づき
助成の決定を受けた方

健康福祉課
子育て支援係

令和２年度　町の助成等一覧（補助金・扶助費・助成金・報償費・奨励金等）

　町が設けている補助金などの各種助成制度について、町が広く募集し申請をいただくものを一覧でまと
めました。それぞれの詳細や申請方法については、担当課までお問い合わせください。また、「広報こおり
お知らせ版」や町ホームページなどでも随時お知らせします。
　なお、助成の対象となったときに町から個別に通知があるもの（例：介護や障がい者に関する給付等）や、
子ども医療費助成や予防接種費助成など病院等が申請者に代わって申請（窓口現物給付）するもの、特定
の団体に向けた補助金などについては、この一覧には掲載していません。

■申請が必要な助成等

イベント名 開催日 イベント内容 実施場所
事業担当課
◎主担当
△協力

「献上桃の郷」桑折町
暮らし体験事業 8月下旬

大学生を本町に一定期間受入し、暮らし体験
や農業体験活動、地域住民との交流を通し、
桑折町の良さを感じてもらい、桑折ファンの
拡大に努めます。

町内 ◎総合政策課
△産業振興課

桑折町ファンの集い
in仙台 8月下旬

仙台在住者を対象としたファンの集いを開催。
桑折町の食材を使った料理やお酒の提供。さ
らにはファン同士の交流の場とし、町のイメ
ージアップ及びさらなるファンの獲得を図る。

仙台市 ◎総合政策課

在京桑折会
（桑折町ファンの集い

in東京）
9月下旬

首都圏在住の本町出身者や本町ゆかりのある
者を対象に、本町の復興や風評払しょくをア
ピールする。令和2年度は、桑折町ファンクラ
ブの集いとする。

東京都内 ◎総合政策課

全国山城サミット
桑折大会プレ大会

10月10日（土）

～

10月11日（日）

令和3年度に誘致を予定している全国山城サ
ミット桑折大会に向け、史跡桑折西山城跡ほ
か歴史的遺産を活用した歴史フォーラム、歴
史散歩等を開催します。

町民体育館
桑折西山城
跡現地、
町内外伊達
氏関連史跡

◎生涯学習課
△商工観光推進室
△総合政策課
△地域整備課

こおりうまいもの
フェス 10月11日（日）

桑折町のうまいものを集めたイベントをふれ
あい公園で開催。また、ピーチウイングを活
用したイベントも同時に行い、町を訪れる人
の増加を図りながら、商店街など街なかへの
回遊を促進します。

ふれあい
公園 ◎商工観光推進室

ふくしまバーガー
サミットin桑折 11月8日（日）

町商工会青年部主催。東北から北関東エリア
のご当地バーガーが桑折町に集結する恒例の
イベント。地元食材を活かしたご桑折町のご
当地バーガーも販売。

ふれあい
公園

◎桑折町商工会青
年部

△商工観光推進室

桑折町役場新庁舎
町民内覧会

（報道参加可）
11月8日（日）

完成した新庁舎の内部などを町民の皆さんに
見学してもらい、行政サービスと災害対策の
拠りどころとなる新庁舎に親しみをもってい
ただけるよう内覧会を開催。

桑折町役場
新庁舎

◎総務課
△施工業者

桑折町役場新庁舎
開庁式

（テープカット）

令和3年
1月4日（月）

新庁舎の開庁日、開庁時間前に、オープニン
グセレモニーとして、テープカット、挨拶な
どを行い、訪れていただいた町民の方々と共
に開庁を祝います。

桑折町役場
新庁舎 ◎総務課

桑折町民新年挨拶会 令和3年
1月4日（月）

町内に在住・在勤の農業・商工業・町内会・
各種団体など各分野の代表者や一般参加者が
一堂に会して新年を祝うとともに、異業種間
の交流・親睦を図ります。

桑折町役場
新庁舎

◎総務課
◎桑折町商工会
◎JAふ く し ま 未

来 桑 折 総 合 支
店

桑折町役場新庁舎落成
・町制65周年記念式典

令和3年
1月9日（土）

新庁舎の落成と町制65周年を祝い、関係者や
町民の皆さんを招待し、午前の部として記念
式典及び記念講演を開催し、午後には、町民
ロビーにて記念演奏会及び庁舎見学会を実施
し、新庁舎の落成と町制65周年を町民の皆さ
んと共に祝います。

桑折町役場
新庁舎

◎総務課
△全課

令和3年
桑折町成人式

令和3年
1月10日（日）

新成人の新たな門出を祝福・激励するととも
に、成人者自らが公民としての自覚と責任を
認識し、両親をはじめお世話になった方々に
改めて感謝の念をいだく場として式典を開催。
また、旧友との再会を懐かしみ思い出を語り
合う「成人のつどい」も開催します。

桑折町役場
新庁舎正庁 ◎生涯学習課
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事業の名称 助成の内容・補助率又は金額 助成対象者 担当課・係

有害鳥獣被害防止資材購
入事業補助金

有害鳥獣の農地への侵入を防止する電気柵及びワイ
ヤーメッシュ柵設置に要する資材購入費用に対して補
助金を交付

【補助率又は金額】
対象経費の1/2以内（上限5万円）

町内に農地を所有又は耕
作している農業者

産業振興課
有害鳥獣対策係

狩猟免許資格講習料及び
資格手数料補助

狩猟免許資格講習料及び申請手数料に対する助成
【補助率又は金額】
6,200円（自己負担3,000円）

狩猟免許新規取得者 産業振興課
有害鳥獣対策係

新規農業者経営活動資金

次世代の農業後継者の育成・支援を目的に、町独自の
施策として、農業次世代人材投資事業（経営開始型）
の受給者を対象に、支援金を支給

【補助率又は金額】
上限：年50万円（最大5年間）

農業次世代人材投資事業
（経営開始型）の受給者

産業振興課
農林振興係

農業次世代人材投資事業

次世代の農業後継者の育成・支援を目的に、青年就農
計画の認定を受け、さらに農業次世代人材投資事業（経
営開始型）の交付決定を受けた新規就農者を対象に、
給付金を支給

【補助率又は金額】
上限：年150万円（最大5年間）

青年等就農計画の認定を
受け、農業次世代人材投
資事業（経営開始型）の
交付決定を受けた新規就
農者

産業振興課
農林振興係

新規就農農業者後継者支
援事業

次世代の農業後継者の育成、支援を目的に、新規就農
した農業後継者に対し支援金を交付

【補助率又は金額】
月額3万円（最大2年間）

町内に新規就農し、50
歳以下で、農業に年間
150日以上従事する新規
就農者（ただし事業終了
後8年間以上、町内で営
農の継続が見込まれる
方）

産業振興課
農林振興係

農業経営資金利子補給事
業

農業近代化資金及びアグリマイティ資金の借入れ（一
人一件まで）に係る利子に対し、利子補給金を交付

【補助率又は金額】
利子補給対象借入限度額　　一人300万円
※利子補給期間　　貸付初年度から5年以内

対象資金を利用している
町内在住の農業者

産業振興課
農地管理係

農地流動化奨励金

町の農業振興地域において、利用権設定等促進事業に
より、存続期間が5年以上の賃借権の設定をした場合
に奨励金を交付

【補助率又は金額】
①賃借権の設定をした方　　  5,000円（10a当り）
②賃借権の設定を受けた方　15,000円（10a当り）

賃借権の設定をした者及
び設定を受けた者で各種
要件を満たす町内在住者

産業振興課
農地管理係

遊休農地整備事業

遊休農地を再生して利用するため、伐採、伐根、深耕、
天地返しの作業費用の一部について補助金を交付

【補助率又は金額】
①所有者が自ら耕作する場合：5割以内
②農地の貸し借りをし、借り手が耕作する場合：10割

以内

遊休農地所有者 産業振興課
農地管理係

機構集積協力金交付事業
費補助金

農地中間管理機構に10年以上農地を貸し付けた場合、
経営転換協力金を交付

【補助率又は金額】
15,000円（10a当り）

・離農した人
・経営部門を縮小した農

業者

産業振興課
農地管理係

一般コミュニティ助成事
業（宝くじ助成）

宝くじ助成金により、地域振興に資する活動に助成
【補助率又は金額】
対象事業費の10/10

（上限：100万円から250万円まで　事業内容により
変動）

コミュニティ組織（団体）
商工観光推進室

（産業振興課）
商工観光係

花いっぱいプロジェクト
支援事業補助金

公共用地に面した場所又は遊休地に花を植栽し、美し
いまちづくりを行う事業に係る経費に対して助成
・花の種、球根及び苗等の原材料の購入費
・植栽時及び草刈時等の消耗品の購入費
・植栽時及び草刈時等の燃料費
・植栽時及び草刈時等の借り上げ料

【補助率又は金額】
上限：1団体につき20万円

当該活動を継続して行っ
ている、または行おうと
する団体

商工観光推進室
（産業振興課）
商工観光係

事業の名称 助成の内容・補助率又は金額 助成対象者 担当課・係

中小企業経営合理化資金
保証融資事業

商工業事業者が設備投資資金や運転資金の融資を受け
やすくするため、町が保証料を負担

【補助率又は金額】
対象経費の10/10以内

商工業事業者
商工観光推進室

（産業振興課）
商工観光係

空き店舗対策補助金（家
賃）

「空き店舗対策全体事業計画書」を作成し、計画に基
づき実施される空き店舗対策事業に対して補助金を交
付

【補助率又は金額】
空き店舗等の賃借料の8/12以内
月額上限：10万円

町内商工団体
商工観光推進室

（産業振興課）
商工観光係

除雪作業支援

町民と行政の協働のまちづくりの一環として、個人又
は団体が町道を除雪する場合に、燃料等を支給して除
雪活動を支援

【補助率又は金額】
現物給付として、燃料、融雪剤、その他必要なものを
支給

町道の除雪を行った個人
又は団体

地域整備課
管理係

安全安心耐震促進事業

昭和56年5月31日以前に建設された木造3階建て以下
の住宅の所有者に対し、耐震診断を行う建築士等を派
遣

【補助率または金額】
建築士等派遣費用を町が負担

（別途　個人負担金6,000円あり）

所有者自ら居住する住宅
で、過去にこの事業によ
る耐震診断を受けていな
い方

まちづくり推進
課
土地開発係

安全安心耐震促進工事費
助成事業

木造住宅のうち、耐震強度が不足している住宅の耐震
改修を行う所有者等へ補助金を交付

【補助率または金額】
工事に要する費用の1/2以内
ただし、一般耐震改修工事は上限100万円、簡易耐震
改修工事と部分耐震改修工事は上限60万円

・耐震診断で耐震基準を
満たさない住宅

・過去にこの事業による
耐震改修を受けていな
い住宅

まちづくり推進
課
土地開発係

空家等除却費補助事業

生活環境の保全と空家等の敷地不動産の有効活用促進
のため、除却工事費用に対し補助金を交付

【補助率又は金額】
除却工事費用の1/2以内（上限30万円）

空家等所有者
まちづくり推進
課
土地開発係

合併処理浄化槽設置整備
事業補助金

合併処理浄化槽の普及促進を図るため、新たに合併処
理浄化槽を設置する個人に対し補助金を交付

【補助率又は金額】
①  5人槽：限度額332,000円
②  7人槽：限度額414,000円
③10人槽：限度額548,000円

新たに合併処理浄化槽を
設置する個人

上下水道課
業務係

単独浄化槽転換宅内配管
工事費補助金

単独浄化槽からの合併浄化槽への転換促進を図るため、
既存の住宅等に設置された単独浄化槽からの転換に伴
う宅内配管工事に対し補助金を交付
【補助率または金額】
上限30万円

既存住宅等の単独浄化槽
を合併浄化槽へ転換する
個人

上下水道課
業務係

水道施設整備事業補助金

簡易水道組合が保有する水道施設の維持補修等の費用
に対し補助金を交付

【補助率又は金額】
対象費用の1/2

簡易水道組合 上下水道課
業務係

下水道排水設備等整備資
金利子補給

水洗化の促進と環境衛生の向上を図るため、下水道整
備資金借入れに係る利子を補給

【補助率又は金額】
発生した利子の全額

下水道排水設備設置者 上下水道課
業務係

家庭用生ごみ処理容器設
置費補助金

ごみ減量化と生活環境の保全のため、町内会で取りま
とめて購入する家庭用生ごみ処理容器の費用へ補助金
を交付

【補助率又は金額】
対象経費の1/2以内

町内会で取りまとめて購
入する家庭用生ごみ処理
容器設置者

生活環境課
エネルギー環境
対策係

資源回収団体報奨金

資源の再利用とごみの減量化のため、家庭からでる古
紙等の資源回収活動を行う団体に対し報奨金を交付

【補助率又は金額】
回収業者に売却した有価物に対し、1㎏につき3円

地域住民で構成する営利
を目的としない資源回収
活動を行う団体

（町内会、子供会など）

生活環境課
エネルギー環境
対策係

令和２年度　町の助成等一覧 令和２年度　町の助成等一覧
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部署名 係名 直通電話番号 問合せメールアドレス

総務課
行政係

582-2111 soumu@town.koori.fukushima.jp
財政係
職員係

新庁舎整備室 新庁舎整備係

税務住民課
課税係

582-2114 zeijyu@town.koori.fukushima.jp収納係
住民係

総合政策課
政策推進係

582-2115 seisaku@town.koori.fukushima.jp広報広聴係
移住定住係

まちづくり推進課
都市整備係

582-2124 machisuishin@town.koori.fukushima.jp
土地開発係

健康福祉課
健康増進係

582-1133
kenko@town.koori.fukushima.jp

福祉係
子育て支援係

医療介護連携室
国保係

582-1134
介護保険係

産業振興課（農業委員会）
農林振興係

582-2126 sangyoshinko@town.koori.fukushima.jp
有害鳥獣対策係
農地管理係

商工観光推進室 商工観光係

地域整備課
建設係

582-2127 chiiki@town.koori.fukushima.jp管理係
農林土木係

上下水道課
工務係

582-1100 suido@town.koori.fukushima.jp
業務係

生活環境課
原発事故対策係

582-2123
kankyo@town.koori.fukushima.jpエネルギー環境対策係

危機管理係 582-2111
会計室 出納係 582-2125 kaikei@town.koori.fukushima.jp

こども教育課（教育委員会）

総務係
582-2403 kyoiku@town.koori.fukushima.jp学校教育係

幼児教育係
醸芳幼稚園 582-3014 jyohoyochien@town.koori.fukushima.jp
醸芳保育所 582-3229 jyohohoiku@town.koori.fukushima.jp

生涯学習課
生涯学習係

582-3129 shougai@town.koori.fukushima.jp
歴史文化係

議会事務局 庶務議事係 582-2113 gikai@town.koori.fukushima.jp

町組織・問い合わせ先一覧

※町政全般へのご意見については、「ご意見箱」をご利用ください。⇒

事業の名称 助成の内容・補助率又は金額 助成対象者 担当課・係

住宅用再生可能エネル
ギーシステム設備等設置
費補助金

再生可能エネルギーの導入推進と普及啓発のため、住
宅用再エネ設備を設置した方に対し補助金を交付

【補助率又は金額】
①住宅用太陽光発電システム
　1kwあたり3万円、最大4kw（上限12万円）
②定置用リチウムイオン蓄電池システム
　1kwhあたり2万円、最大5kwh（上限10万円）
③バイオマス燃料ストーブ設備
　対象経費の総額に1/5を乗じた額（上限5万円）

住宅用再エネ設備設置者
生活環境課
エネルギー環境
対策係

要保護準要保護児童生徒
就学援助費

（小・中学校）

経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保
護者に対し学用品費等の一部を援助

【補助率又は金額】
学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費等
国で示す額の範囲内

教育委員会の認定基準に
基づく審査により「要保
護」又は「準要保護」と
して認定を受けた世帯

こども教育課
学校教育係

一時預かり保育利用助成
費

就学前の乳幼児が保育施設等で一時預かり保育を利用
した場合、費用の一部を助成

（※醸芳幼稚園で実施の臨時預かり保育を除く。）
【補助率又は金額】
保護者負担額（保育利用料金）の1/2以内
月額上限：1万円（100円未満切捨）

就学前の乳幼児 健康福祉課
子育て支援係

病児・病後児保育利用助
成費

就学前の乳幼児が保育施設等で病児・病後児保育を利
用した場合、費用の一部を助成。

【補助率又は金額】
保護者負担額（保育利用料金）の1/2以内
月額上限：1万円（100円未満切捨）

就学前の乳幼児 こども教育課
幼児教育係

全国大会等出場激励金
（文化・芸術・スポーツ）

予選を勝ち抜いた全国大会出場者へ、更なる活躍を期
して激励金を交付

【補助率又は金額】
限度額：個人15,000円、団体75,000円

（大会内容や開催地域により上記の範囲内で決定）

全国大会等出場者 生涯学習課
生涯学習係

令和２年度　町の助成等一覧

事業の名称 事業の内容・貸付限度額 貸付対象者 担当課・係

地域づくり資金貸付制度

町の風土や自然・歴史・文化などの地域資源を活かし
た地域づくりや、地域活性化に寄与すると認められる
事業を実施する団体等に対し、貸付けを実施

【貸付額】
貸付対象経費の8割以内（10万円未満切捨）
無利子・1年以内で償還

町民が主体となり設立し
た町所在の団体又は組織

総務課
財政係

災害援護資金貸付事業

自然災害により被害を受けた世帯の世帯主に対して、
貸付けを実施

【貸付額】
限度額：350万円

被害を受けた世帯の世帯
主

健康福祉課
福祉係

桑折町奨学資金

推薦基準を満たし、在学する学校の長の推薦を受ける
など、応募資格を満たす学生・生徒に対し貸付けを実
施

【貸付額】
1.修学資金
　①大学・短期大学・専門学校：月額3万5千円以内
　②高等学校・高等専門学校・専修学校：月額2万円

以内
2.入学支度金
　①大学・短期大学・専門学校：30万円以内
　②高等学校・高等専門学校・専修学校：20万円以内

町出身の生徒又は学生で、
能力があるにもかかわら
ず経済的理由により修学
困難と認められる者

こども教育課
学校教育係

■貸付金
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―桑折町町民憲章―
一、	 歴史と伝統を尊び、かおり高い

	 　文化の町をつくりましょう

一、	 恵まれた自然を愛し、環境を整え

	 　緑の町をつくりましょう

一、	 心身をきたえ、健康で

	 　明るい町をつくりましょう

一、	 勤労にはげみ、活力ある

	 　豊かな町をつくりましょう

一、	 きまりを守り、助け合う心を育て

	 　住みよい町をつくりましょう

昭和 60年 9月制定

―町の花・木・鳥―

発行　福島県桑折町
〒 969-1692
福島県伊達郡桑折町字東大隅 18番地

ＴＥＬ　　0２4－58２－２111（代表）
ＦＡＸ　　0２4－58２－２479
ＵＲＬ　　http：//www.town.koori.fukushima.jp
E ーmail	　seisaku@town.koori.fukushima.jp

編集　桑折町役場　総合政策課政策推進係、総務課財政係

町の花＜モモ＞
桑折の春を花霞で美しく彩
ります。実はくだものの町
を代表する逸品。

町の鳥＜カッコウ＞
美しさの中にどこか愛嬌の
ある鳴き声は、夏の訪れを
告げる風物詩です。	

町の木＜アカマツ・カヤ＞
桑折の大地が育んだ緑。どっしりと根を下ろし、
町の四季を見守っています。	


